
　
医
師
不
足
や
偏

在
が
議
論
さ
れ
て

い
る
中
、
5
月
に

厚
労
省
・
医
療
従

事
者
の
需
給
に
関

す
る
検
討
会
「
医

師
需
給
分
科
会
・
中
間
と
り
ま

と
め
」
が
発
表
さ
れ
た
。
将
来

臨
床
に
従
事
す
る
必
要
医
師
数

を
推
計
し
、
医
師
養
成
が
毎
年

約
9
2
0
0
人
ず
つ
続
く
と
、

近
々
に
医
師
不
足
は
解
消
（
中

位
推
計
で
は
2
0
2
5
年
）
す

る
と
結
論
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
推
計
方
法
は
、
必
要
医
師

数
を
入
院
と
外
来
、
一
般
・
療

養
と
精
神
病
棟
、
病
床
機
能
区

分
等
で
細
分
化
し
医
療
需
要
を

推
計
、
ま
た
臨
床
に
従
事
し
な

い
医
師
数
も
勘
案
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
医
師
側
要
件
と

し
て
週
間
労
働
時
間
の
短
縮
見

込
み
や
女
性
・
高
齢
医
師
0
・

8
人
前
、
研
修
医
0
・
5
人
前

等
と
重
み
付
け
し
て
掛
け
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
極
め

て
精
緻
な
推
計
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
肝
心
の
医
療
需
要
当
た

り
の
医
師
数
は
「
現
在
の
医
療

体
制
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
概
ね

提
供
で
き
て
い
る
前
提
に
立

ち
」
と
あ
り
、
こ
の
前
提
の
妥

当
性
は
全
く
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。
実
は
、
こ
こ
に
こ
そ
大
き

な
陥
穽
が
あ
る
。

　
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
の
病

院
医
師
の
体
制
や
労
働
実
態
は

ど
う
か
？
　
同
じ
く
5
月
に
発

表
さ
れ
た
「
全
日
本
病
院
会
」

の
「
地
域
医
療
再
生
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」
で

は
80
％
の
病
院
、
特
に
「
郡

部
・
町
村
」
で
は
93
％
の
病
院

で
勤
務
医
が
不
足
し
て
い
る
と

回
答
し
て
い
る
。
そ
の
実
態
の

一
端
は
、
過
労
死
認
定
基
準
と

な
る
月
80
時
間
以
上
時
間
外
勤

務
の
医
師
が
10
％
以
上
い
る
病

院
が
50
％
に
の
ぼ
る
こ
と
で
現

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宿
直
で

は
不
眠
不
休
で
診
療
に
当
た
ら

ざ
る
を
得
な
い
夜
が
多
い
に
も

拘
ら
ず
宿
直
翌
日
の
通
常
勤
務

が
60
％
の
病
院
、
特
に
「
郡

部
・
町
村
」
で
は
80
％
の
病
院

で
常
態
化
し
、
半
日
休
み
は
18

％
、
一
日
休
み
は
3
％
の
病
院

で
し
か
保
障
さ
れ
て
い
な
い
過

酷
な
も
の
で
あ
る
。
奈
良
県
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
7
次
に
わ

た
る
訴
訟
で
も
争
わ
れ
て
い
る

宿
日
直
問
題
は
、
結
局
病
院
の

医
師
体
制
が
弱
い
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
で
、
全
国
の
殆
ど
の

病
院
で
同
様
の
事
情
を
抱
え
て

い
る
。「
中
間
と
り
ま
と
め
」

は
こ
の
よ
う
な
労
働
基
準
法
違

反
の
医
師
勤
務
実
態
を
黙
認
・

放
置
し
た
上
で
よ
う
や
く
成
立

す
る
〝
充
足
〞
予
測
で
あ
る
。

　
こ
れ
で
良
い
ハ
ズ
は
な
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば
急
性
期
病
床

で
の
医
師
交
代
勤
務
制
度
確
立

お
よ
び
宿
直
翌
日
の
1
日
休
み

を
保
障
す
る
医
師
数
確
保
を
組

み
込
ん
だ
勤
務
医
体
制
の
改
革

の
上
で
臨
床
（
病
院
勤
務
）
に

必
要
な
医
師
数
を
推
計
し
直
す

必
要
が
あ
る
。
2
0
1
5
年
発

表
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
29
カ
国
医

療
統
計
で
日
本
の
臨
床
医
師
数

は
国
民
人
口
当
た
り
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
に
比
べ
約
11
万
人
も
少
な

い
26
位
で
あ
る
。
我
が
国
の
医

療
提
供
体
制
は
世
界
標
準
か
ら

大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
そ

の
不
十
分
さ
を
医
師
の
献
身
的

努
力
で
支
え
て
「
世
界
一
の
医

療
」
を
実
現
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
は
無
理
が
あ
る
。

医
師
需
要
の
推
計
に
は
労
基
法

遵
守
の
視
点
を
盛
り
込
む
べ
き

で
、
こ
の
よ
う
な
〝
新
前
提
〞

の
認
識
に
立
っ
た
医
師
需
給
議

論
の
根
本
的
や
り
直
し
が
必
要

で
あ
る
。

病
院
勤
務
医
は
足
り
る
の
か
？

実
態
か
ら
か
け
離
れ
た
医
師
需
給
推
計

　
ペ
ン
ネ
ー

ム
の
意
味
を

よ
く
尋
か
れ

る
。
姓
が
ウ

（
卯
）、
名
が
ケ
イ
（
蛙
）
の
つ

も
り
で
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
は
連
合
王
国
な
ら
ぬ
Ｕ
Ｋ
で

は
芸
が
な
く
、「
宇
治
の
カ
エ

ル
大
界
を
知
ら
ず
」
の
字
義
で

謙
虚
に
命
名
し
た
が
、
そ
の

後
、「
蛙
」
の
音
読
み
に
ケ
イ

は
な
く
ア
と
判
り
要
改
名
と
も

考
え
た
。
遂
に
は
原
稿
の
ネ
タ

切
れ
に
困
っ
た
な
ら
、
執
筆
担

当
等
を
降
番
し
て
後
輩
に
道
を

譲
れ
る
よ
う
、
最
後
の
話
題
に

し
よ
う
と
残
し
て
お
い
た
▼
今

上
天
皇
も
、
象
徴
天
皇
の
務
め

や
神
事
な
ど
果
た
す
べ
き
責
任

の
重
さ
か
ら
、
明
文
規
定
に
な

い
次
世
代
へ
の
生
前
継
承
の
円

滑
な
実
施
を
望
ま
れ
る
。
歴
史

上
に
あ
る
上
皇
・
法
皇
と
し
て

の
事
後
は
あ
り
得
ま
い
が
、
国

民
統
合
の
象
徴
と
し
て
い
た
だ

く
国
も
国
民
も
時
の
流
れ
に
導

か
れ
ゆ
く
、
で
き
れ
ば
よ
り
長

く
続
く
平
和
維
持
へ
の
よ
り
よ

い
方
策
を
真
剣
に
考
え
続
け
ね

ば
な
る
ま
い
▼
宇
治
の
名
は
、

「
内
な
る
地
」
に
由
来
す
る
と

あ
る
。
か
つ
て
こ
の
地
に
忠
実

な
る
白
ウ
サ
ギ
あ
り
て
、
当
地

を
統
べ
る
予
定
の
皇
子
は
莵
道

稚
郎
子
命
（
う
ぢ
の
わ
き
い
ら

つ
こ
の
み
こ
と
）
を
ふ
り
返
り

見
返
り
し
つ
つ
、
進
む
べ
き
そ

の
道
筋
を
指
し
示
し
、
今
も
目

に
し
て
耳
に
す
る
地
名
の
「
莵

道
（
卯
路
：
ウ
ヂ
）」
の
野
辺

へ
と
導
い
た
と
の
伝
説
が
残
る

▼
さ
て
今
、
こ
の
町
の
片
隅

で
、
も
は
や
蛙
の
よ
う
に
は
跳

ね
ず
と
も
、
発
光
毒
素
の
お
か

げ
で
蛙
に
食
わ
れ
ぬ
蛍
の
如

く
、
し
ば
ら
く
ひ
っ
そ
り
輝
き

続
け
舞
い
さ
わ
い
で
い
た
い
も

の
で
あ
る
。 （
卯
蛙
改
め
卯
蛍
）

　
▽
公
示
日
＝
2
0
1
6
年

9
月
10
日
（
土
）

　
▽
締
切
日
時
＝
9
月
16
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
1
人
、

予
備
代
議
員
1
人

　
▽
任
　
期
＝
17
年
4
月
30

日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

代
議
員
・
予
備
代
議
員
　
補
選
の
公
示

伏 

見

定期総会で2016年度活動方針を述べる垣田理事長

日
本
の
医
療
支
え
る
保
険
医
の
想
い
結
集
を

第
69
回
定
期
総
会
で
方
針
等
採
決

　
協
会
は
7
月
31
日
、
第
69
回
定
期
総
会
（
第
1
9
1
回
定
時
代
議
員
会
合
併
）
を
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。
総
会
は
、
1
1
0
人
（
代
議
員
71
人
、
一
般
会
員
16
人
、
理
事
者
23

人
）
が
出
席
し
、2
0
1
5
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
16
年
度
活
動
方
針
、決
議
案
を
採
択
し
た
。

15
年
度
協
会
活
動
を
総
括

　
ま
ず
、
鈴
木
由
一
副
理
事
長

が
15
年
度
の
活
動
報
告
を
総

括
。
前
年
度
は
特
に
未
入
会
対

策
を
強
化
し
、
未
入
会
開
業
医

お
よ
び
勤
務
医
に
、
協
会
の
事

業
内
容
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
携
え
て
訪
問
を
実
施

す
る
な
ど
、
会
員
拡
大
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
会
員
に
寄
り
添
っ
た

協
会
事
業
を
意
識
し
て
活
動
し

て
き
た
こ
と
を
強
調
。
16
年
度

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
厚
労

省
に
是
正
を
求
め
て
取
り
組
ん

だ
結
果
、「
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
」
の
退
院
後
1
カ
月
以
内

の
算
定
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
な

ど
、
複
数
の
項
目
に
お
い
て
要

求
が
実
現
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。

　
ま
た
、
10
月
に
京
都
で
開
催

さ
れ
る
「
第
31
回
保
団
連
医
療

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
へ
向
け
、

「
新
専
門
医
制
度
」
の
全
体
像

と
そ
の
問
題
の
本
質
を
捉
え
る

た
め
の
連
続
企
画
「
開
業
医

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
更

に
、
厚
労
省
懇
談
を
行
い
、
会

員
の
意
見
・
要
望
等
を
伝
え

た
。
そ
の
他
に
も
厚
労
大
臣
に

よ
る
「
保
険
医
定
数
制
の
導

入
」
や
「
自
由
開
業
制
見
直

し
」
へ
の
言
及
に
対
し
て
談
話

を
発
表
。
国
に
よ
る
医
師
へ
の

規
制
強
化
に
異
議
を
唱
え
た
。

　
一
方
で
、
患
者
負
担
の
さ
ら

な
る
引
き
上
げ
に
対
し
て
も
、

患
者
署
名
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

医
療
壊
す
国
の
政
策
に

対
峙
を

　
続
い
て
、
渡
邉
賢
治
副
理
事

長
か
ら
情
勢
を
報
告
。

　
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
、
社

会
保
障
分
野
で
の
給
付
削
減
や

患
者
負
担
増
な
ど
44
項
目
に
お

け
る
改
革
の
方
向
性
と
工
程
表

を
示
し
て
い
る
。
16
年
末
ま
で

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
負
担
増

を
計
画
し
、
ま
た
都
道
府
県

別
、
基
礎
自
治
体
別
1
人
当
た

り
の
「
医
療
＋
介
護
」
費
を
算

出
し
て
地
域
差
の
是
正
に
取
り

組
む
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
で

社
会
保
障
に
切
り
込
も
う
と
し

て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

　
ま
た
、
新
専
門
医
制
度
の
議

論
か
ら
表
面
化
し
た
医
師
偏
在

問
題
の
議
論
を
受
け
て
、「
骨

太
方
針
2
0
1
6
」
に
偏
在
対

策
の
検
討
が
明
記
さ
れ
た
。
い

よ
い
よ
国
が
「
偏
在
解
消
」
を

名
目
に
医
師
統
制
に
本
腰
を
入

れ
る
こ
と
に
な
る
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
垣
田
理
事
長

が
16
年
度
活
動
方
針
を
提
案
。

今
の
国
の
政
策
は
、
患
者
の
自

己
負
担
を
増
し
て
受
診
抑
制
を

導
く
医
療
・
介
護
費
全
体
の
抑

制
策
だ
と
指
摘
。
我
々
が
日
常

診
療
の
中
で
体
感
す
る
制
度
の

矛
盾
を
明
ら
か
に
し
、
制
度
の

見
直
し
を
求
め
て
、
協
会
が
提

唱
し
て
い
る
「
社
会
保
障
憲

章
・
基
本
法
」
の
制
定
、
新
自

由
主
義
で
は
な
く
福
祉
国
家
型

の
国
づ
く
り
を
求
め
る
運
動
を

継
続
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
後
進
め
ら
れ
る

「
医
療
制
度
大
転
換
」
で
、
起

こ
り
得
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
を

会
員
の
立
場
に
立
っ
て
分
析
し

課
題
を
提
起
し
、
患
者
・
国
民

と
と
も
に
語
り
合
い
、
と
も
に

闘
え
る
運
動
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
京
都
の

第
一
線
で
保
険
医
療
を
担
っ
て

い
る
保
険
医
の
結
集
を
よ
り

図
っ
て
い
き
た
い
と
し
た
。

　
総
会
後
は
、
京
都
国
立
博
物

館
館
長
の
佐
々
木
丞
平
氏
、
京

都
嵯
峨
芸
術
大
学
特
任
教
授
の

佐
々
木
正
子
氏
ご
夫
妻
に
よ
る

講
演
会
「
与
謝
蕪
村
・
伊
藤
若

冲
生
誕
3
0
0
年
を
迎
え
て
」

を
開
催
、
続
い
て
懇
親
会
を
開

い
た
。 （
関
連
2
・
4
・
5
面
）
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主な内容

参
院
選
結
果
で
総
会
ア
ン
ケ
ー
ト�

（
2
面
）

総
会
特
集�

（
4
～
5
面
）

政
策
解
説
・
保
険
者
強
化
と
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス�

（
6
面
）



　
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
は

医
療
事
故
調
査
制
度
の
7
月
状

況
を
8
月
9
日
に
公
表
し
た
。

　
7
月
の
医
療
事
故
報
告
受
付

件
数
は
32
件
（
診
療
所
1
件
、

病
院
31
件
）
で
、
診
療
科
別
の

主
な
内
訳
は
、
外
科
7
件
、
内

科
4
件
で
あ
っ
た
。
累
計
件
数

は
3
1
7
件
（
診
療
所
24
件
、

病
院
2
9
3
件
）
と
な
っ
た
。

ま
た
、
院
内
調
査
結
果
報
告
は

20
件
行
わ
れ
、
累
計
1
1
2

件
と
な
っ
た
。

　
相
談
件
数
は
1
3
9
件
（
累

計
1
5
2
0
件
）
で
、
相
談
者

の
内
訳
は
医
療
機
関
が
72
件
、

遺
族
等
が
58
件
、
そ
の
他
・
不

明
が
9
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

相
談
内
容
に
よ
る
集
計
で
は
1

7
0
件
（
複
数
計
上
）
で
あ

り
、「
医
療
事
故
報
告
の
判
断
」

に
関
す
る
相
談
が
61
件
、「
手

続
き
」
に
関
す
る
相
談
が
32

件
、「
院
内
調
査
」
に
関
す
る

相
談
が
50
件
、「
セ
ン
タ
ー
調

査
」
に
関
す
る
相
談
が
5
件
、

医
療
事
故
報
告
件
数
7
月
は
32
件

　
協
会
は
6
月
30
日
、
今
年
度

初
め
て
と
な
る
「
医
療
政
策
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
病
院
の
幹

部
職
員
ら
38
人
が
出
席
し
た
。

今
回
は
医
師
の
供
給
体
制
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
て
の
開
催
と

な
っ
た
。

　
ま
ず
は
「『
新
専
門
医
制
度
』

と
近
未
来
の
医
師
供
給
体
制
」

と
題
し
て
保
険
医
協
会
政
策
部

会
事
務
局
が
解
説
。
1
年
延
期

が
決
ま
っ
た
こ
の
「
新
専
門
医

制
度
」だ
が
、単
な
る
専
門
医
の

養
成
課
程
で
は
な
く
、
医
師
数

と
そ
の
配
置
に
つ
い
て
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
握
り
直
し
、
医
療
費

抑
制
策
に
寄
与
さ
せ
る
と
い
う

国
の
狙
い
が
あ
る
と
指
摘
。
制

度
は
患
者
の
医
療
ア
ク
セ
ス
制

限
に
加
え
て
、
保
険
医
定
数
制

実
施
や
自
由
開
業
制
見
直
し
に

つ
な
が
っ
て
い
る
等
と
説
明
し
た
。

　
ま
た
後
半
は
「
新
様
式
9
ミ

ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
題
し
て
、

保
険
部
会
事
務
局
が
話
題
提

供
。
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り
刷

新
さ
れ
た
入
院
料
届
出
添
付
書

類
「
様
式
9
」
に
つ
い
て
、
変

更
点
や
作
成
す
る
上
で
の
留
意

事
項
を
解
説
し
た
。

医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
開
く

　
裁
判
事
例
に
学
ぶ
医
療
安
全

の
向
上
に
、
応
召
義
務
違
反
に

関
わ
る
今
期
分
第
2
事
例
を
紹

介
す
る
。

　
1
歳
1
カ
月
女
児
は
、
昭
和

54
年
11
月
22
日
午
前
9
時
頃
Ｎ

医
院
の
Ｎ
医
師
を
受
診
し
た
。

2
日
前
感
冒
気
味
で
、
翌
日
夕

刻
喉
を
な
ら
し
、
当
日
、
顔

面
、
口
唇
、
指
の
末
端
に
軽
度

の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
認
め
ら
れ

た
。
喘
鳴
、
軽
度
呼
吸
困
難
、

頻
脈
も
あ
り
、
気
管
支
肺
炎
か

肺
炎
を
疑
わ
れ
、
Ｋ
病
院
に
紹

介
さ
れ
た
。
Ｋ
病
院
の
Ｈ
小
児

科
医
師
は
ベ
ッ
ド
満
床
で
入
院

で
き
な
い
と
し
、
転
送
可
能
か

否
か
救
急
車
内
の
女
児
を
2
分

間
診
察
の
う
え
可
能
と
診
断
し

た
。
11
時
17
分
に
転
医
・
搬
送

を
再
開
さ
せ
、
12
時
14
分
に
転

送
先
に
到
着
し
て
治
療
が
開
始

さ
れ
た
が
、
同
日
午
後
3
時
に

死
亡
し
た
。

　
遺
族
は
、
ベ
ッ
ド
満
床
で
の

入
院
拒
否
は
正
当
事
由
を
欠
く

診
療
拒
否
で
診
療
義

務
違
反
を
根
拠
に
3

7
2
5
万
円
を
請
求

し
て
提
訴
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
医
師

法
第
19
条
1
項
に
お

け
る
診
療
拒
否
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
原
則
と
し
て
医
師
の

不
在
ま
た
は
病
気
等
に
よ
り
事

実
上
診
療
が
不
可
能
な
場
合
を

指
す
と
し
た
。
更
に
、
⑴
診
療

を
求
め
る
患
者
の
病
状
、
⑵
医

師
ま
た
は
病
院
の
人
的
・
物
的

能
力
、
⑶
代
替
医
療
施
設
の
存

否
等
、
具
体
的
事
情
に
よ
っ
て

は
ベ
ッ
ド
満
床
も
正
当
事
由
に

当
た
る
と
解
し
得
る
と
し
た
。

　
裁
判
所
の
判
断
で
は
、
⑴
Ｈ

医
師
は
、
診
察
に
よ
り
、
女
児

は
気
管
支
肺
炎
で
診
察
治
療
が

必
要
で
、
1
〜
2
時
間
の
搬
送

に
耐
え
ら
れ
て
も
、
そ
の
後
の

不
幸
な
転
帰
の
可
能
性
も
予
見

し
て
い
た
も
の
で
、
⑵
Ｋ
病
院

で
は
小
児
科
医
3
人
が
勤
務

し
、
救
急
室
か
外
来
の
空
き

ベ
ッ
ド
で
診
察
お
よ
び
点
滴
な

ど
の
応
急
の
治
療
を
行
な
い
、

退
院
・
ベ
ッ
ド
待
ち
も
可
能

で
、
ベ
ッ
ド
満
床
は
正
当
事
由

に
当
た
ら
ず
、
⑶
転
送
・
収
容

は
遠
方
で
治
療
開
始
も
遅
れ
る

こ
と
と
な
り
、
Ｋ
病
院
で
の
早

期
の
治
療
開
始
に
よ
り
救
命
可

能
性
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め

た
。
ま
た
、
医
師
が
正
当
事
由

を
反
証
し
な
い
限
り
、
医
師
の

過
失
が
推
認
さ
れ
、
民
事
責
任

が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
Ｋ
病

院
開
設
者
に
2
7
9
0
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
（
千
葉
地
判

昭
61
・
7
・
25
）。

　
参
考
に
、
応
召
義
務
違
反
な

い
し
診
療
義
務
に
つ
い
て
、
厚

生
省
令
か
ら
本
件
に
関
わ
る
部

分
を
挙
げ
る
。
診
療
拒
否
の
正

当
事
由
の
あ
る
場
合
と
は
、

「
…
医
師
の
不
在
又
は
病
気
等

に
よ
り
事
実
上
診
療
が
不
可
能

な
場
合
に
限
ら
れ
る
…
」（
昭

和
30
・
8
・
12
、
医
収
7
5

5
）
と
さ
れ
る
。
病
院
診
療
所

の
診
療
に
関
す
る
件
と
し
て
、

「
1
　
患
者
に
与
え
る
べ
き
必

要
に
し
て
十
分
な
診
療
と
は
医

学
的
に
み
て
適
正
な
も
の
を
い

う
の
で
あ
っ
て
、
入
院
を
必
要

と
し
な
い
も
の
ま
で
も
入
院
さ

せ
る
必
要
は
な
い
」
と
あ
る

が
、
診
療
拒
否
の
正
当
事
由
に

つ
い
て
の
基
準
と
し
て
、「
2

⑵
診
療
時
間
を
制
限
し
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
理

由
と
し
て
急
施
を
要
す
る
患
者

の
診
療
を
拒
む
こ
と
は
で
き
な

い
。
⑸
医
師
が
自
己
の
標
榜
す

る
診
療
科
名
以
外
の
診
療
科
に

属
す
る
疾
病
に
つ
い
て
診
療
を

求
め
ら
れ
た
場
合
も
、
患
者
が

こ
れ
を
了
承
す
る
場
合
は
一
応

正
当
の
理
由
と
認
め
得
る
が
、

了
承
し
な
い
で
依
然
診
療
を
求

め
る
と
き
は
、
応
急
の
措
置
そ

の
他
で
き
る
だ
け
の
範
囲
の
こ

と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
昭
和
24
・
9
・
10
医
発
7
5

2
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
と
比
較

し
て
も
、
本
件
で
は
、
小
児
科

の
専
門
医
3
人
の
勤
務
が
あ
る

診
療
時
間
内
で
の
救
急
受
診
で

あ
り
、
応
急
の
措
置
な
ど
で
き

る
だ
け
の
範
囲
の
こ
と
な
く
小

児
科
病
棟
で
の
ベ
ッ
ド
満
床
を

理
由
と
す
る
入
院
診
療
拒
否
で

は
、
正
当
事
由
と
は
解
さ
れ
ぬ

と
の
厳
し
い
判
断
が
示
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
医
療
安
全
対
策
部
会

 

　
宇
田 

憲
司
）

　
総
会
で
、「
参
議
院
選
挙
結
果
を
受
け
て
」に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。参
加
者
1
1
0
人
中
1
0
2
人
が
回
答
し
た
。

参
院
選
結
果
で
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
評
価
し
な
い
が

55
％
で
上
回
る

　
今
回
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
に
つ
い
て
は
、

「
評
価
し
な
い
」
が
31
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
評
価
し
な

い
」
が
24
％
で
、
合
わ
せ
て
55

％
と
な
り
、「
評
価
す
る
」
13

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
評

価
す
る
」
32
％
の
合
計
45
％
を

上
回
っ
た
。（
図
1
）

着
目
政
策
は
社
会
保
障
、

改
憲
、
景
気
の
順

　
ど
の
政
策
に
着
目
し
て
投
票

し
た
か
（
複
数
回
答
）
に
つ
い

て
は
、「
社
会
保
障
」
66
、「
改

憲
」
48
、「
景
気
・
雇
用
」

46
、「
原
発
」
29
、「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
15
、「
そ
の
他
」
8

の
順
。
そ
の
他
で
は
、
基

地
問
題
、
戦
争
法
が
あ
げ

ら
れ
た
。

67
％
が
社
会
保
障

の
充
実
図
れ
な
い

　
こ
の
結
果
で
今
後
社
会

保
障
の
充
実
が
図
ら
れ
る

と
思
う
か
に
つ
い
て
は
、

「
思
わ
な
い
」
が
67
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

21
％
、「
わ
か
ら
な
い
」

11
％
、「
思
う
」
は
2
％

だ
っ
た
。（
図
2
）

58
％
が
「
改
憲
勢
力

3
分
の
2
」よ
く
な
い

　
改
憲
勢
力
が
国
会
の
3
分
の

2
を
占
め
た
こ
と
を
ど
う
思
う

か
に
つ
い
て
は
、
58
％
が
「
よ

く
な
か
っ
た
」、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
が
22
％
、「
よ

か
っ
た
」
は
17
％
で
あ
っ
た
。 

（
図
3
）

67
％
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

評
価
し
な
い

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
評
価
で
き

る
か
に
つ
い
て
は
、「
評
価
し

な
い
」
38
％
、「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
評
価
し
な
い
」
29
％
が

合
わ
せ
て
67
％
と
な
り
、「
評

価
す
る
」
4
％
、「
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
評
価
す
る
」
28
％
の

合
計
32
％
を
上
回
っ
た
。（
図

4
）

　
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
は
、
病

院
幹
部
職
員
の
方
に
ぜ
ひ
知
っ

て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
情
報

等
を
厳
選
し
、
テ
ー
マ
と
し
て

開
催
し
て
い
る
。
開
催
は
不
定

期
で
、
各
会
員
病
院
宛
に
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
案
内
し
て
い

る
。
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
ご

注
意
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
22
件
で
あ
っ
た
。
な

お
、「
医
療
事
故
報
告
の
判
断
」

に
関
す
る
相
談
の
う
ち
40
件
は

遺
族
等
か
ら
の
相
談
で
、
23
件

は
制
度
開
始
前
の
事
例
や
生
存

事
例
に
関
す
る
相
談
で
あ
っ

た
。
遺
族
等
か
ら
の
求
め
に
応

じ
て
、
セ
ン
タ
ー
が
相
談
内
容

等
を
医
療
機
関
へ
伝
達
は
3
件

で
あ
っ
た
。

　
7
月
は
セ
ン
タ
ー
調
査
依
頼

が
5
件
（
遺
族
3
件
、
医
療
機

関
2
件
）
で
、
累
計
9
件
（
遺

族
6
件
、
医
療
機
関
3
件
）
と

な
っ
た
。

医
師
供
給
体
制
テ
ー
マ
に

満
床
に
よ
る
入
院
診
療
の
拒
否

裁
判
事
例
か
ら
の

考
察 

①

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

評価する 13％
どちらかというと
評価しない
24％

評価しない
31％

どちらかというと
評価する
32％

図１ 今回の選挙結果についてどう思うか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

わからない 11％

思わない  67％
どちらとも
いえない
21％

思う 2％

図２ 今後社会保障の充実が図られると思うか

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

わからない 3％

よくなかった  58％
どちらとも
いえない
22％

よかった 17％

図３ 改憲勢力が国会の３分の２を占めたことをどう思うか 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

評価する 4％
どちらかというと
評価しない
29％

評価しない
38％

どちらかというと
評価する
28％

図４ アベノミクスを評価できるか

　2016年度の京都府保険医協会定期総会で、佐々木丞平、正子
先生ご夫妻にご講演していただきました“与謝蕪村”の生誕300
年の特集陳列が行われています。ご講演で魅了された蕪村のホン
モノを味あわれてみてはいかがでしょうか。

時　間 午前９時30分～午後５時まで（入館は午後 4時30分まで）
 ※金・土曜日は午後 8時まで（入館は午後 7時30分まで）
休　館 月曜日
 ＊ただし、月曜日が祝日・休日となる場合は開館、翌火曜日が休館

場　所 京都国立博物館
 平成知新館
観覧料 一　般 520円
 大学生 260円
  高校生以下および満18歳

未満、満70歳以上の方は
無料です（年齢のわかる
ものをご提示ください）。

生誕300年

与謝蕪村

展覧会 会 期

2016年 8 月23日（火） 
 ～10月 2 日（日）

五条通

七条通

堀
川
通

烏
丸
通

豊
国
神
社

鴨
川

河
原
町
通 東

大
路
通

京都国立
博物館

東本願寺
京阪
七条駅

地下鉄
五条駅

京都駅 三十三間堂

特集陳列

件
と
な
っ
た
。　2016年度の京都府保険医協会定期総会で、佐々木丞平、正子

先生ご夫妻にご講演していただきました“与謝蕪村”の生誕300

京都国立博物館へ出かけてみませんか？
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厚
生
労
働
省
は
参
院
選
直
後

か
ら
医
療
や
介
護
の
負
担
増
議

論
を
社
会
保
障
審
議
会
の
各
部

会
で
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
す

で
に
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
政

府
の
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改

革
工
程
表
で
決
め
ら
れ
て
お

り
、
医
療
保
険
部
会
は
7
月
14

日
に
、
高
齢
者
医
療
の
自
己
負

担
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
。
介

護
保
険
部
会
も
7
月
20
日
か
ら

8
月
末
ま
で
に
す
で
に
3
回
開

催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は

年
末
ま
で
に
結
論
を
得
て
、
法

改
正
を
要
す
る
も
の
は
来
年
の

通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
医
療
の
負
担
増
で
は
、
外
来

上
限
や
入
院
負
担
上
限
な
ど
70

歳
以
上
高
齢
者
の
高
額
療
養
費

制
度
の
見
直
し
と
、
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の

見
直
し
（
18
年
度
ま
で
に
結

論
）
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
の
議
論
で
は
、
世

代
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
高

額
療
養
費
制
度
の
70
歳
以
上
の

外
来
特
例
撤
廃
や
75
歳
以
上
の

2
割
負
担
導
入
を
主
張
す
る
意

見
（
経
団
連
委
員
）
が
出
さ
れ

る
一
方
で
、
後
期
高
齢
者
の
負

担
を
一
挙
に
高
く
す
る
こ
と
に

反
対
（
日
医
委
員
）
と
す
る
主

張
や
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を

求
め
る
意
見
（
全
国
市
長
会
）

が
あ
が
っ
た
。
今
後
、
か
か
り

つ
け
医
以
外
を
受
診
し
た
場
合

の
定
額
負
担
導
入
な
ど
に
つ
い

て
も
議
論
さ
れ
る
予
定
。

　
介
護
の
負
担
増
で
は
、
①
要

介
護
度
の
低
い
軽
度
者
に
対
す

る
生
活
援
助
や
福
祉
用
具
貸
与

お
よ
び
住
宅
改
修
の
給
付
の
縮

小
③
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己

負
担
割
合
を
2
割
と
す
る
人
の

拡
大
や
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
」
制
度
の
上
限
引
き
上
げ
④

費
用
負
担
（
総
報
酬
割
・
調
整

交
付
金
等
）
―
等
に
つ
い
て
論

点
を
提
示
。
部
会
議
論
で
の
賛

否
は
分
か
れ
て
お
り
、
①
に
つ

い
て
は
地
方
か
ら
も
不
安
が
出

て
お
り
、
京
都
府
議
会
な
ど
が

意
見
書
を
国
に
あ
げ
て
い
る
。

社
会
保
障
費
を

　
1
4
0
0
億
円
圧
縮

　
政
府
は
8
月
2
日
の
臨
時
閣

議
で
、
17
年
度
予
算
の
概
算
要

求
基
準
を
了
解
し
た
。
医
療
・

介
護
な
ど
社
会
保
障
費
の
自
然

増
と
し
て
、
16
年
度
当
初
予
算

比
で
6
4
0
0
億
円
増
ま
で
と

し
た
。
政
府
は
骨
太
の
方
針
15

に
16
〜
18
年
度
ま
で
の
3
年
間

で
自
然
増
を
1
・
5
兆
円
（
年

平
均
5
0
0
0
億
円
）
に
抑
制

す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け

1
4
0
0
億
円
程
度
の
圧
縮
が

焦
点
と
な
る
。
上
記
の
う
ち
、

法
改
正
を
要
し
な
い
高
額
療
養

費
の
見
直
し
な
ど
が
対
象
と
み

ら
れ
る
ほ
か
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
な

ど
高
額
薬
の
臨
時
引
き
下
げ
も

浮
上
し
て
い
る
。

「
ス
ト
ッ
プ
 !!

　
患
者
負
担
増
」
署
名

　
協
会
は
、
4
月
か
ら
「
ス

ト
ッ
プ
!! 

患
者
負
担
増
」
署

名
（
本
紙
に
も
同
封
）
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
9
月
中
頃
に
一

旦
集
約
し
て
国
会
に
提
出
す
る

の
で
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

知ってトクす
る！ 医療・介
護・税金の負
担軽減策2016 
年版」（保団
連作成）を本
紙に同封しま
したのでご活用下さい。窓口での
患者さんへの配布にも適していま
すので、複数部ご入用の方は協会
にご注文下さい（1部10円）。

知ってトクす
る！ 医療・介

知っとくパンフの
活用を

協
会
講
習
会
「
役
立
つ
」

新
規
個
別
指
導
で
ア
ン
ケ
ー
ト

　
保
険
医
・
保
険
医
療
機
関

は
、
新
規
指
定
よ
り
概
ね
6
カ

月
を
経
過
後
（
京
都
で
は
実
際

は
約
1
年
後
）
に
、
近
畿
厚
生

局
（
以
下
厚
生
局
）
に
よ
る
新

規
個
別
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
協
会
は
、
2
0
1
3
年
8
月

〜
15
年
4
月
に
開
業
し
た
会
員

を
対
象
に
新
規
個
別
指
導
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
7
月
に
実

施
し
、
そ
の
実
態
を
調
査
し
た

（
詳
細
は
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

8
月
号
参
照
）。

　
調
査
対
象
月
は
「
開
業
後
7

〜
8
カ
月
後
」（
36
％
）、「
6

〜
7
カ
月
後
」（
29
％
）
の
2

カ
月
間
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
指
導
内
容
で
は
、
主
病
名
の

記
載
、
転
記
の
記
載
等
病
名
に

関
す
る
こ
と
、
指
導
管
理
料
を

算
定
す
る
際
の
指
導
内
容
の
カ

ル
テ
記
載
、
診
療
時
間
や
診
療

科
目
の
確
認
、
職
員
の
受
診
時

の
自
己
負
担
分
の
徴
収
に
関
す

る
こ
と
な
ど
。

　
事
務
官
お
よ
び
指
導
医
療
官

の
対
応
や
発
言
に
つ
い
て
は
、

「
お
お
む
ね
丁
寧
な
対
応
」
が

指
導
医
療
官
57
％
、
事
務
官
71

％
。「
高
圧
的
」
が
同
14
％
、

7
％
。「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
が
同
29
％
、
21
％
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
指
導
内
容
に
対
す

る
理
解
に
つ
い
て
は
、「
よ
く

理
解
で
き
た
」
が
79
％
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
自
主
返
還
に
つ
い

て
は
、「
あ
り
」
50
％
、「
な

し
」
50
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
協
会
で
は
、
新
規
個
別
指
導

に
関
す
る
講
習
会
を
2
カ
月
ご

と
に
開
催
し
て
い
る
。
講
習
会

の
参
加
者
は
、
86
％
の
割
合
で

役
立
っ
た
と
回
答
。

　
講
習
会
の
開
催
日
以
外
で
も

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
の

で
、
お
気
軽
に
保
険
部
会
事
務

局
（
☎
0
7
5
・
2
1
2
・
8

8
7
7
）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

き
た
い
。

負担増議論スタート
医療・介護で不安広がる

　京都銀行は創立以来、一貫して「地域社会の繁栄に奉仕する」ことを
経営理念としている。豊かな地域社会の創造と地元産業の発展に貢献す
ることを基本的な使命とし、地域とともに持続的な発展を目指してい
る。2014年度にスタートさせた第５次中期経営計画「ビジョン75 いい銀
行づくり」（14年度～16年度）においては、企業の成長を促すコンサル
ティング機能の強化や地域経済の活性化支援等に取り組むことにより
「地域密着型金融の深化」をはかっている。京都府保険医協会との斡旋
融資制度でも健闘している。

　大量に保有する株式の配当や売却益が増え、円安に伴い外債の利息収入の円換算額が増加するなどして
資産運用が好調だったことにより、本業の儲けを示す基礎利益が増益となった。そのため逆ざやの解消が
いっそう進みバブル期の後遺症から抜け出すところも増えた。運用実績は好調だったものの、少子高齢化
による影響で契約者の数も頭打ち状態にある。今後の課題として日本銀行の金融緩和による超低金利が長
引く中、国債を中心とした資産運用をしている生命保険会社は、比較的高利回りが見込まれる海外などの
成長分野に運用先を広げるなど利益の確保を目指している。また、過大な損失の発生を防止するためのリス
ク管理体制の整備を行うなど、各社はより一層の資産運用の強化と健全性に向けた取り組みを行っている。

　2015年秋に契約期間の長い火災保険の販売停止に伴う駆け込み需要が発生し、割安感のある長期契約へ
の切り替え契約が急増した。主力の自動車保険も好調に推移し全体の利益を押し上げるとともに、交通事
故の減少で保険金支払いは減少している。ただし、少子高齢化による国内事業の頭打ちや若年層の車離れ
の問題もあり、今後とも各社は海外事業の強化が中長期的な課題となっている。
　このような中、協会関係各社は世界トップ水準の保険金融グループとして、企業価値の向上と健全な事
業運営を行い、グループとしての総合力を結集してさらなる収益力の強化を行っている。その結果、十分
な純資産を保持し、ソルベンシー・マージン比率も引き続き健全な水準を保っている。

保険金支払能力に対する格付けは、保険会社の保険債務が約定通り支払われる確実性に
ついてのR＆Iの意見であり、個々の保険契約の支払いの程度に対する意見ではない。
ＡＡ……保険金支払能力は極めて高く、優れた要素がある。
Ａ………保険金支払能力は高く、部分的に優れた要素がある。
プラス（＋）、マイナス（－）表示…
　　　　 AA格からCCC格については、上位格に近いものにプラス、下位格に近いも

のにマイナス表示をすることがある。

※１　 損害保険会社の保険本業での「収益力」を示す指標。正味損害率と正味事業比率の合算値。一般的にこの値が低いほど
保険会社の収益性が高いといわれている。

※２　 通常の予測を超えて発生するリスク（大災害等）に対応できる「支払余力」を有しているかを判断する行政監督上の指
標のひとつ。この比率が200％を下回った場合、監督当局により早期是正措置がとられる。

発行体格付けは、証券の購入、売却、または保有を奨めるものではなく、また、時価や
特定の投資家に対するその証券の適合性について言及するものでもない。
Ａ……… 債務を履行する能力は高いが、上位二つの格付けに比べ、事業環境や経済状況

の悪化からやや影響を受けやすい。
プラス記号（＋）、マイナス記号（－）…
　　　　 「AA」から「CCC」までの格付けには、プラス記号またはマイナス記号が付

されることがあり、それぞれ各カテゴリーの中での相対的な強さを表す。

斡旋融資制度

保険医年金制度

医師賠償責任保険・休業補償制度

　大量に保有する株式の配当や売却益が増え、円安に伴い外債の利息収入の円換算額が増加するなどして
資産運用が好調だったことにより、本業の儲けを示す基礎利益が増益となった。そのため逆ざやの解消が

協会共済制度関係会社2015年度決算

株式会社京都銀行

自己資本比率
国  内  基  準（4％以上） 12.95％（12.01％）
国際統一基準（8％以上） 18.30％（17.37％）

開示債権の
引当・保全状況

残高 870億円（991億円）
保全率 89.8％（90.0％）

当期純利益 204億円（204億円）

総資産 8兆1,436億円
（8兆2,428億円）

格付け（R＆I） A＋

解説　格付けについて

Ｒ＆Ｉ 格付投資情報センター

S＆P  スタンダード＆プアーズ

三井生命保険株式会社 明治安田生命保険相互会社 富国生命保険相互会社
基礎利益 316億円（590億円） 4,599億円（5,063億円） 923億円（931億円）

実質純資産額 1兆1,854億円
（9,918億円）

9兆5,156億円
（8兆8,993億円）

1兆6,789億円
（1兆6,072億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 854.8％（812.4％） 938.5％（1,041.0％） 1,321.8％（1,169.3％）
格付け（S＆P） A－ A A

日本生命保険相互会社 太陽生命保険株式会社 第一生命保険株式会社
基礎利益 6,981億円（6,790億円） 538億円（681億円） 4,654億円（4,582億円）

実質純資産額 16兆8,472億円
（16兆4,477億円）

1兆2,512億円
（1兆1,634億円）

10兆729億円
（9兆1,012億円）

ソルベンシー・マージン比率※2 903.7％（930.8％） 890.6％（993.9％） 900.8％（913.2％）
格付け（S＆P） A＋ A A＋

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 三井住友海上火災保険株式会社
正味収入保険料 2兆2,184億円（2兆1,813億円） 1兆5,074億円（1兆4,458億円）
正味損害率 63.7％（65.6％） 58.9％（62.1％）

コンバインド･レシオ※1 95.3％（97.4％） 89.9％（94.0％）
当期純利益 1,262億円（450億円） 1,139億円（891億円）
純資産額 1兆3,248億円（1兆5,926億円） 1兆5,274億円（1兆7,327億円）

ソルベンシー･マージン比率※2 729.3％（716.3％） 585.9％（651.5％）
格付け（R＆I） AA－ AA－

※（　）内は2014年度の数値

したのでご活用下さい。窓口での
患者さんへの配布にも適していま

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 9 月 1 0 日 第 2 9 7 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 3 ) 毎月 10日･25日発行



　
日
本
の
医
療
は
、
世
界
の
中

で
も
高
水
準
で
あ
り
、
コ
ス
ト

も
低
い
。
こ
れ
は
大
学
病
院
・

基
幹
病
院
の
み
な
ら
ず
、
医
療

機
関
の
大
多
数
を
占
め
る
診
療

所
や
中
小
病
院
に
よ
る
疾
病
予

防
活
動
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
る
重
症
化
の
防

止
と
い
っ
た
地
道
な
日
常
診
療

活
動
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の

が
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い

る
。
こ
れ
は
国
民
皆
保
険
制
度

の
も
と
、
患
者
が
安
心
し
て
早

期
に
医
療
機
関
へ
相
談
が
で
き

る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
対
応

す
る
か
か
り
つ
け
医
の
誠
実
な

努
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

る
。
本
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

は
、
本
体
プ
ラ
ス
0
・
49
％
で

あ
っ
た
が
、
実
質
は
マ
イ
ナ
ス

1
・
43
％
で
あ
っ
た
。
と
く
に

7
対
1
入
院
基
本
料
や
医
療
療

養
病
床
の
施
設
基
準
の
厳
格
化

な
ど
は
、
中
小
病
院
に
は
死
活

問
題
と
さ
え
い
え
る
厳
し
い
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界

最
高
水
準
に
あ
る
日
本
の
医
療

を
支
え
て
い
る
基
礎
を
崩
壊
さ

せ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
政
府
は
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
に
則
り
、
医
療
を
『
効

率
化
』す
る
こ
と
を
目
標
に
、病

床
機
能
分
化
・
過
剰
病
床
削
減

を
実
施
し
て
患
者
の
在
宅
移
行

を
促
進
し
、
そ
の
受
け
皿
と
し

て
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
推
進
し
て
き
た
。
医

療
・
介
護
な
ど
の
患
者
負
担
は

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
。
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
に
は

限
度
が
あ
り
、
臨
界
状
態
に
ま

で
持
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
と
、

わ
ず
か
な
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
か

ら
一
挙
に
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
さ
ら
に
「
骨
太
方
針
2
0

1
6
」
で
は
、
医
師
の
地
域
偏

在
・
診
療
科
偏
在
対
策
に
着
手

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
保
険
医
定
数

制
の
導
入
な
ど
が
い
よ
い
よ
議

論
の
俎
上
に
上
る
。
各
方
面
か

ら
地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
と
実

施
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
新
専
門

医
制
度
は
、
医
師
の
水
準
向
上

が
目
標
で
あ
る
と
謳
い
つ
つ
、

同
時
に
医
師
の
診
療
科
偏
在
の

解
決
も
目
的
と
し
て
お
り
、
そ

の
問
題
点
は
制
度
に
柔
軟
性
が

な
い
こ
と
に
つ

き
る
。
こ
れ
も

医
師
数
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
こ
と
か
ら
く
る
矛
盾

で
あ
る
。
医
療
現
場
の
声
を
聞

か
ず
に
経
済
・
政
策
を
優
先
し

す
ぎ
る
と
、
医
療
現
場
に
矛
盾

が
噴
出
し
、
か
え
っ
て
目
標
か

ら
遠
ざ
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
安
倍
首
相
は
、
消
費
税
の
引

き
上
げ
を
2
0
1
9
年
10
月
ま

で
の
2
年
半
延
期
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
こ
れ
は
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
現
時
点
で
期
待
通
り
の

成
果
を
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
史
上
最
高
3

6
6
兆
円
も
の
大
企
業
の
内
部

留
保
と
い
う
富
の
偏
在
、
生
活

保
護
受
給
者
が
高
齢
者
世
帯
の

半
数
超
・
子
ど
も
の
相
対
的
貧

困
率
16
・
3
％
と
い
う
国
民
間

の
格
差
拡
大
が
さ
ら
に
進
み
、

本
来
の
意
図
と
は
異
な
る
皮
肉

な
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
将
来

が
見
通
せ
な
い
不
安
定
な
状
況

下
で
は
、
国
民
は
自
衛
の
た
め

に
消
費
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と

は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
国
民

が
安
心
し
て
生
活
す
る
基
盤
と

な
る
社
会
保
障
は
、
わ
れ
わ
れ

が
提
言
す
る
社
会
保
障
基
本
法

を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

財
源
は
、
国
民
負
担
の
増
加
に

よ
り
消
費
意
欲
を
停
滞
さ
せ
る

消
費
税
は
最
小
限
と
し
、
極
端

な
富
の
偏
在
を
解
消
す
べ
く
所

得
再
分
配
を
行
う
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
。

　
最
近
の
高
額
薬
剤
の
保
険
適

用
な
ど
国
民
皆
保
険
制
度
を
根

本
か
ら
揺
る
が
し
か
ね
な
い
可

能
性
を
孕
む
問
題
も
発
生
し
て

お
り
、
今
後
も
注
視
が
必
要
で

あ
る
。
現
代
の

不
平
等
条
約
に

な
り
か
ね
な
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｔ
ｉ

Ｓ
Ａ
な
ど
を
契
機
に
こ
う
し
た

問
題
が
次
々
と
生
じ
て
く
る
こ

と
は
必
至
で
あ
り
、
医
療
制
度

を
崩
壊
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る

も
の
へ
の
参
加
か
ら
は
撤
退
す

べ
き
で
あ
る
。

　
私
た
ち
保
険
医
は
、
日
本
の

良
き
医
療
制
度
を
守
る
た
め
に

も
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持

し
、
良
き
医
療
・
良
き
医
療
経

営
を
行
う
。
ま
た
経
済
効
率
一

辺
倒
で
医
療
現
場
の
実
情
を
顧

み
な
い
政
治
に
、
現
場
の
声
な

き
声
と
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
と
意
見
を
言
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
、
下
記
の
決
議
を

す
る
。

一
、
我
々
保
険
医
は
、
こ
れ
か

ら
も
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持

し
、
良
き
医
療
を
行
い
、
国
民

の
健
康
を
支
え
て
い
く
。

一
、
日
本
の
医
療
を
根
底
か
ら

支
え
る
診
療
所
・
中
小
病
院
が

安
定
的
に
経
営
で
き
る
よ
う
、

診
療
報
酬
で
適
正
に
評
価
す
る

こ
と
。

一
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
に
よ
る
経
済
効
率
を
優
先
し

た
制
度
改
革
で
は
今
後
確
実
に

医
療
現
場
に
矛
盾
が
噴
出
す

る
。
我
々
が
提
言
す
る
社
会
保

障
基
本
法
を
制
定
す
る
こ
と
。

一
、
地
域
医
療
を
崩
壊
さ
せ
る

恐
れ
の
あ
る
新
専
門
医
制
度

は
、
そ
の
あ
り
方
も
含
め
再
検

討
す
る
こ
と
。

一
、
医
師
の
診
療
科
・
地
域
偏

在
の
解
消
策
は
、
保
険
医
定
数

制
な
ど
の
規
制
的
手
法
に
よ
ら

な
い
こ
と
。

一
、
世
界
に
冠
た
る
日
本
の
皆

保
険
制
度
を
根
本
か
ら
揺
る
が

す
T
P
P
へ
の
参
加
か
ら
撤

退
す
る
こ
と
。

一
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
曝
と

健
康
被
害
に
対
し
て
、
政
府
は

そ
の
責
任
に
お
い
て
検
証
と
補

償
を
行
う
こ
と
。

一
、
我
々
命
を
守
る
医
師
は
、

地
球
環
境
を
守
り
、
脱
原
発
、

戦
争
を
し
な
い
平
和
な
日
本
を

創
る
運
動
の
担
い
手
を
目
指
す

こ
と
。
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1
6
年
7
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31
日

 

京
都
府
保
険
医
協
会

 

第
69
回
定
期
総
会

（
第
1
9
1
回
定
時
代
議
員
会

合
併
）

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員 

安
藤
　
　
裕

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員 

田
中
　
英
之

自
由
民
主
党
・
参
議
院
議
員 

二
之
湯
　
智

民
　
進
　
党
・
衆
議
院
議
員 

前
原
　
誠
司

民
　
進
　
党
・
衆
議
院
議
員 

山
井
　
和
則

民
　
進
　
党
・
衆
議
院
議
員 

泉
　
　
健
太

民
　
進
　
党
・
衆
議
院
議
員 

北
神
　
圭
朗

民
　
進
　
党
・
参
議
院
議
員 

福
山
　
哲
郎

日
本
共
産
党
・
衆
議
院
議
員 

穀
田
　
恵
二

日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員 

市
田
　
忠
義

日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員 

井
上
　
哲
士

日
本
共
産
党
・
参
議
院
議
員 

倉
林
　
明
子

公
明
党
京
都
市
会
議
員
団

民
進
党
・
府
民
ク
ラ
ブ
京
都
府
議
会
議
員
団

民
進
党
京
都
市
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団

日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団

株
式
会
社
京
都
銀
行
頭
取 

土
井
　
伸
宏

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
取
締
役
社
長

 

原
　
　
典
之

保
団
連
を
は
じ
め
全
国
38
の
協
会

協
会
会
員
の

減
少
傾
向
に
つ
い
て

　
八
木
晴
夫
会
員
（
宇
治
久

世
）　
最
近
、
会
員
数
が
減
っ

て
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

未
入
会
員
に
勧
誘
に
行
っ
た
時

の
苦
労
話
な
ど
、
実
際
に
訪
問

し
た
事
務
局
か
ら
聞
き
た
い
。

　
事
務
局
　
い
ろ
い
ろ
な
事
情

で
協
会
の
共
済
制
度
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ず
、

協
会
入
会
の
足
が
か
り
が
作
れ

な
か
っ
た
ケ
ー
ス
。
地
区
医
師

会
未
入
会
で
あ
れ
ば
、
入
会
を

原
則
お
断
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス

な
ど
が
あ
る
。
そ
の
後
、
地
区

入
会
さ
れ
た
医
師
に
入
会
勧
誘

を
し
て
も
な
か
な
か
入
会
に
つ

な
が
ら
な
い
。
協
会
は
、
日
常

の
診
療
報
酬
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
な
ど
に
も
懇
切
丁
寧
に
対

応
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
協
会

入
会
を
お
勧
め
い
た
だ
き
た

い
。 2

0
1
6
年
度
予
算

（
案
）に
つ
い
て

　
岡
所
明
良
代
議
員
（
与
謝
）

　
予
備
費
が
大
幅
に
増
額
と

な
っ
て
い
る
。
理
由
を
教
え
て

ほ
し
い
。

　
鈴
木
由
一
副
理
事
長
　
予
備

費
は
予
算
総
額
の
約
1
カ
月
分

相
当
を
め
ど
に
予
算
化
す
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
る
。
昨
年
度

は
特
別
積
立
金
2
0
0
0
万
円

を
予
算
化
し
た
た
め
、
予
備
費

を
減
ら
し
た
。
今
年
は
特
別
積

立
金
を
予
算
化
し
て
い
な
い
の

で
、
そ
の
分
増
え
た
よ
う
に
見

え
る
。

地
区
交
付
金
に

つ
い
て

　
岡
所
代
議
員
　
地
区
交
付
金

の
趣
旨
、
目
的
を
教
え
て
ほ
し

い
。
地
区
医
師
会
と
協
会
と
で

交
付
金
に
対
す
る
考
え
を
統
一

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　
鈴
木（
由
）副
理
事
長
　
地
区

交
付
金
は
、
1
9
7
8
年
に
、

協
会
が
医
師
賠
償
責
任
保
険
、

保
険
医
年
金
、
休
業
補
償
か
ら

得
ら
れ
る
共
済
手
数
料
を
地
区

へ
還
元
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
の
も
と
に
始
ま
っ
た
。
86
年

度
に
は
、
共
済
活
動
地
区
奨
励

費
を
「
地
区
交
付
金
」
と
名
称

を
改
め
て
、
協
会
地
区
会
員
数

に
応
じ
て
交
付
し
て
き
た
。

　
岡
所
代
議
員
　
地
区
交
付
金

は
協
会
と
地
区
の
連
携
の
た
め

の
必
要
経
費
で
、
事
務
謝
礼
の

意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
な
ぜ
今
回
減
額
に

な
る
の
か
。
ぜ
ひ
今
年
度
は
同

額
で
、
来
年
度
の
廃
止
も
中
止

し
て
ほ
し
い
。

　
垣
田
さ
ち
子
理
事
長
　
協
会

財
政
が
本
当
に
逼
迫
し
て
い
る

中
で
の
苦
渋
の
選
択
と
し
て
、

15
年
度
の
地
区
医
師
会
長
お
よ

び
地
区
医
師
会
と
の
懇
談
会
で

お
願
い
し
て
き
た
が
、
岡
所
代

議
員
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
理
事
会
で

も
う
一
度
検
討
し
た
い
。

　
岡
所
代
議
員
　
地
区
交
付
金

の
配
分
方
法
も
ぜ
ひ
見
直
し
て

ほ
し
い
。

　
垣
田
理
事
長
　
配
分
方
法
も

含
め
、
い
っ
た
ん
持
ち
帰
っ
て

検
討
し
た
い
。

　
草
田
英
嗣
会
員
（
上
京
東

部
）　
協
会
の
情
報
が
十
分
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
理
事
会

で
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
田
代
博
代
議
員
（
右
京
）　

こ
の
件
を
今
日
初
め
て
聞
い

た
。
岡
所
代
議
員
の
意
見
も
協

会
の
意
見
も
ど
ち
ら
の
意
見
も

も
っ
と
も
だ
と
思
う
。
あ
る
程

度
の
減
額
は
仕
方
な
い
と
思
う

が
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
、
再
考
し
て
は
ど
う
か
。

　
垣
田
理
事
長
　
地
区
医
師
会

に
は
協
会
か
ら
の
交
付
金
の
よ

う
な
も
の
が
必
要
だ
と
い
う
ご

意
見
な
の
で
、
検
討
し
た
い
。

議
案
書
に
つ
い
て

　
田
代
代
議
員
　
議
案
書
を
も

う
少
し
簡
便
な
も
の
に
し
て
ほ

し
い
。決

議（
案
）に
つ
い
て

　
岡
所
代
議
員
　
決
議
（
案
）

を
、
当
日
配
付
で
は
な
く
議
案

書
と
一
緒
に
送
付
し
て
ほ
し
い
。

決
　
　
議

テーブルに
おじゃまします！

総
会
質
疑
応
答 

（
概 

略
）

総
会
祝
電
一
覧

総会･懇親会

　今回、本紙に掲載し
たもの以外の写真も
「保険医専用サイト」
に１カ月限定で掲載し
ます。これら写真をご
希望の場合は、協会ま
でご連絡下さい。今年の

福引も笑顔があふれました

講
演
会
講
師
の
佐
々
木
丞
平
（
右
）、

正
子
ご
夫
妻

今年はしっとりジャズライブ

協会役員の紹介

京都府病院協会・依田建吾会長（右）、京都私立病院協会・清水鴻一郎会長（中央）の
あいさつ、京都府医師婦人会・種田珠美会長（左）による乾杯

華やかに
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　2018年度から実施となる市町村国民健康保険（以
下、国保）の都道府県化にあたり、保険者機能強化
が強調されている。国が保険者に求めるのは医療費
の適正化=抑制である。保険者が医療費抑制の指標
として与えられるのが、昨今国の多用する「医療費
の地域差」である。これを埋め、医療費を抑制する
のが保険者の仕事であるとの方針だ。

「地域差」を埋める
保険者インセンティブの強化

　「経済財政運営と改革の基本方針2015」（骨太の方
針2015）に次のような記述がある。「2018年度まで
に（略）国民健康保険料に対する医療費の地域差の
一層の反映（略）など、保険者における医療費適正
化に向けた取り組みに対する一層のインセンティブ
強化について制度設計を行う」。また、16年の「骨
太の方針」にもより詳しい記述がある。「高齢化な
どの人口要因や診療報酬改定等による影響を取り除
いた医療の伸び」などの「医療費の増加要因や、診
療行為の地域差を含む地域差について、更なる分析
を進める」（「５．主要分野ごとの改革の取組」）。
　国は医療費の地域差をよほど不条理なものと考え
ている様子で、国保都道府県化と同年にスタートす
る「地域医療構想」でも、「慢性期」医療機能のう
ち、療養病床の入院受療率の地域差解消が2025年の
必要病床数推計にあたっての重要なファクターと
なっている。
　同じく18年度スタートの第３期医療費適正化計画
に向けた「基本方針」では、都道府県ごとの「外来
医療費」目標設定にあたり、第一段階として特定健
診・特定保健指導実施率の全国目標の達成、後発医
薬品の使用割合の全国目標が達成された場合の医療
費縮減額を反映し、第二段階として「なお残る一人
当たり医療費の地域差について、都道府県におい
て、保険者等とも連携しつつ、以下のような取組を
推進し、地域差の縮減を目指す」※１とされている。
　取組に例示されているのが、民間事業者も活用し
たデータヘルスの推進、ヘルスケアポイントの実施
等健康づくりへのインセンティブ対策の強化、糖尿
病重症化予防の推進、栄養指導等のフレイル対策の
推進、予防接種の普及啓発、重複投薬の是正他、で
ある。これらの取組を保険者が実施できるよう国
は、ＮＤＢ（ナショナル・データ・ベース）を用い
た分析を行い、「各都道府県の疾病別医療費の地域

政
策
解
説

※１ 　「医療費適正化基本方針案の概要について」（厚生労働
省保健局・2016年３月24日）

※２ 　「保険者インセンティブの検討状況について」（第23回
保険者による健診・保健指導に関する検討会資料２。
2016年７月29日）

※３ 　「データヘルス時代の質の高い医療の実現に向けた有
識者検討会の開催について」第１回資料「データヘルス
時代の質の高い医療の実現に向けた有識者検討会の開催
について」より（2016年４月25日）

データヘルス計画の推進に係る政府の⽅針
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市町村国保におけるデータヘルス計画の策定状況

＊平成27年7月 厚生労働省保険局国民健康保険課調べ

市町村国保の約７割が、データヘルス計画を策定済 ⼜は 平成27年度中に策定予定

策定状況 保険者数

策定済み ４２４（２４．７％）

策定中 ９９７（５８．１％）

未着手 ２９５（１７．２％）

○平成27年7⽉1⽇時点でのデータヘルス計画の策定状況

○策定中９９７保険者の策定時期
策定時期 保険者数

平成27年度中に策定予定 ８０８（４７．１％）

平成28年度中に策定予定 １５６（９．１％）

上記以外 ３３（１．９％）

2

100％
75％～100％未満

50％～75％未満

25％～50％未満

25%未満

○データヘルス計画を

策定済又は平成27

年度中に策定の市

町村の割合

差（最大54疾病）」「後発医薬品の使用促進の地域
差」「重複・多剤投薬の地域差」の結果を、16年度
末に都道府県に提供するという。
　レセプトデータに基づく資料を与えられ、都道府
県は国保保険者として、同じく保険者である市町村
と共に「地域差」を是正する（もちろんベクトルは
医療費水準の低い方へである）努力を求められるの
である。骨太方針2016が努力の結果をよりダイレク
トに保険料へ反映させよと主張している。医療費抑
制に向けた努力如何で保険料が高くなったり安く
なったりする仕組みづくり。これを彼らは「保険者
のインセンティブ強化」と呼んでいる。

国民健康保険のデータヘルス計画と保険
者努力支援制度

　医療費の地域差是正に向けた保険者機能強化と分
かち難い関係にあるのが「データヘルス事業」であ
る。
　安倍成長戦略（日本再興戦略）は、「国民の健康
寿命の延伸」を旗印に、「全ての健康保険組合に対
し、レセプト等のデータ分析、それに基づく加入者
の健康保持増進のための事業計画として、データヘ
ルス計画の作成・公表、事業実施、評価等の取組を
求めるとともに、市町村国保が同様の取組を行うこ
とを推進する」とした。
　既に市町村国保の約７割が「データヘルス計画」
を策定している。
　18年度からの国保都道府県化にあたっての国の追
加公費投入3400億円のうち、先行して1700億円が低
所得者対策に充てられ、残る1700億円は都道府県化
後に投入開始される（既報・第2971号）。残る1700
億円の使途のうち、700～800億円を注いで新設され
る仕組みに「保険者努力支援制度」がある。「医療
費適正化への取組や国保固有の構造問題への対応等
を通じて保険者機能の役割を発揮してもらう観点か
ら、適正かつ客観的な指標（後発医薬品使用割合・
収納率等）に基づき、保険者としての努力を行う都
道府県や市町村に対し支援金を交付することで、国
保の財政基盤を強化する」※２ことの目的で実施され
るこの制度は、「保険者の努力を判断する指標」を
設定し、それに則って保険者の努力を採点し、補助
金を交付する。検討中の「指標」には、特定健診受
診率や保険料収納率と共に「医療費の分析等に関す
る取組の実施状況（データヘルス計画の策定状況

ナンス体制について、既存の業務・組織体制を前
提とせずに検討する
　保険者機能強化のための新たなサービスの「考え
られる例」として、「データヘルスの推進」がここ
でも強調され、レセプトデータを地域別・業態別・
世代別に分析し、保険者の健康度や疾病管理の状況
を診断することが打ち出されている。
　そこで今、具体的に協議されているのが、何と
「国保連合会」と「支払基金」という審査支払機関
の在り方問題なのである。なぜそういうことになる
のか。

審査基準の統一
　検討会資料では次のように説明されている。「保
険者機能の強化には、ビッグデータ分析によるデー
タヘルス推進等のインフラ整備が必要。しかし、現
在の審査支払機関のデータは社会保険と地域保険が
分かれて集積され、かつ、十分な連結がされておら
ず、地域医療の全体像を把握できない」。つまり、
保険者機能強化によるデータヘルス事業の展開を目
指し、まずはそのためのインフラ整備として、審査
支払機関が議論の俎上に上げられているのである。
　第１回の検討会の議事録を読むと、厚労省は検討
会について次のように提起している。「支払基金や
国保連といった審査支払機関には、年間20億件の
ビッグデータが蓄積して」いる。「ビッグデータを
活用することによって、保険者機能の強化を支援す
る新たなサービスをつくり出せないか」。そして、
「ＩＣＴを最大限活用して、今の審査支払機関の業
務をゼロベースで見直して、医療保険の審査業務の
効率化をするとともに審査基準の統一を図る」。
　そのための改革案の骨格として、
①「徹底した効率化を通じた審査・支払の充実」
　 コンピュータの段階で審査を完結できるものにつ
いては完結する。医師の判断を要する複雑なもの
以外はそこで審査を完結させる。これによって職
員の審査事務の削減、効率化を図る。
② 審査のチェック項目を公表し、透明性の向上を図
る。審査判断基準を統一し、支払基金の支部の間
のみならず、国保連とも審査判断基準を統一す
る。

生命・健康の問題を抽象化し、
切り捨てる改革は認められない

　レセプトデータを活用し、人々の受診行動を数値
化し、「地域差」を「見える化」し、保険者に経済
インセンティブを与え、医療費を抑制する。そうし
たデータヘルス事業を入口に、コンピュータ審査を
軸に審査基準の統一化さえ進め、医師の医療行為を
抑圧する。ＩＴ時代の医療費抑制は、すべてを数字
で表し、それを以てこれこそが実態だと強弁し、医
師や患者を巻き込んで自治体を数字で競わせるので
ある。
　しかし、数字とはあくまでも事実を抽象化したも
のに過ぎず、実態そのものではない。医療政策をな
す者が人々の生命や健康を数字だけで眺めてしまう
と、本来医療保障制度が備えるべき人権保障機能を
妨げる間違いを犯すだろう。
　医療政策は社会保障政策であり、その目的は常に
生命と健康を守るための政策でなければならない。
地方自治体の担うべき責任が医療費適正化=抑制に
何のためらいもなく置き換えられていること自体
に、徹底した批判が必要である。
　むしろ、国保改革に求められるのは、医療保障制
度としてのさらなる成熟であり、国保をめぐってお
きている様々な受療権侵害を生み出さないための抜
本改革のはずである。この点については次号、検討
したい。

等）」が、「国保固有の指標」として掲げられ
ている。追加公費の存在が保険者機能強化へ
の経済的インセンティブに使われているので
ある。
　京都府内でも複数の市町村でデータヘルス
計画が策定されており、レセプトデータ分析
を通じた地域の医療課題の抽出と課題に対応
する健康増進のための目標を設定している。

データヘルス推進のインフラ整備
　保険者機能強化策としてのデータヘルス事
業は、国保都道府県化を契機に本格推進の様
相を呈している。だがさらに大掛かりな仕掛
けも検討されているのである。
　厚生労働省は「データヘルス時代の質の高
い医療の実現に向けた有識者検討会」（座長・
西村周三医療経済研究機構所長）を立ち上
げ、４月以降既に４回の会合を開催してい
る。同検討会では「本格的なＩＣＴ時代の到
来を踏まえ、効率的で質の高い医療の実現を
目的として、ＩＣＴの活用、ビッグデータの
活用により保険者機能を強化する新たなサー
ビス等を検討するため」に設置され、次の３
点を柱に検討が進んでいる※３。
① データヘルス事業の推進など保険者機能を
強化する新たなサービス
② マイナンバー制度のインフラ等のＩＣＴと
ビッグデータを活用した医療の質、価値を
飛躍的に向上させる新たなサービス
③ ＩＣＴ の活用による審査業務の一層の効
率化・統一化と審査点検ノウハウの集積・
統一化等について検討する。併せて、新た
なサービスを担うにふさわしい組織・ガバ厚生労働省資料「国民健康保険制度をめぐる最近の状況について Ⅴ．保険者機能の強化等」より

データヘルス計画の推進に係る政府の方針

市町村国保におけるデータヘルス計画の策定状況

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 9 月 1 0 日第 2 9 7 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 6 )毎月 10日･25日発行

第２回 保険者インセンティブ強化策と「データヘルス事業」
国保都道府県化 2018年度施行へ
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と
、
必
要
な

時
は
刑
事
司
法
に
よ
る
対
処
を

し
っ
か
り
や
る
こ
と
だ
。

　
医
療
は
あ
く
ま
で
も
本
人
の
た

め
に
あ
る
。
差
し
迫
っ
た
自
傷
他

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
措
置
入

院
さ
せ
る
の
も
、
本
人
の
た
め
と

さ
れ
て
い
る
。
本
人
で
は
な
く
治

安
の
た
め
、
社
会
の
た
め
に
医
療

が
行
わ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
ら
、

今
回
の
事
件
以
上
に
恐
ろ
し
い
。

医
療
は
治
安
の
手
段
で
は
な
い

て
、
証
拠
保
全
を
申
し
立
て
た

後
に
Ｂ
医
療
機
関
と
併
せ
て
、

弁
護
士
を
介
さ
ず
に
調
停
を
申

し
立
て
た
。
な
お
、
患
者
に
後

遺
障
害
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
以

下
の
点
か
ら
医
療
過
誤
を
否
定

し
た
。

　
①
初
診
時
の
急
性
胃
腸
炎
の

診
断
は
妥
当
で
あ
っ
た
。

　
②
Ｃ
Ｔ
検
査
の
適
応
は
絶
対

で
な
い
の
で
、
検
査
を
し
な

か
っ
た
こ
と
が
債
務
不
履
行
と

ま
で
は
言
え
な
い
。

　
③
Ｃ
Ｔ
検
査
を
施
行
し
て
い

れ
ば
血
管
腫
が
発
見
さ
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
が
、
発
見
さ
れ
た

と
し
て
も
、
そ
の
時
点
で
手
術

は
禁
忌
で
、
対
症
療
法
し
か
な

か
っ
た
の
で
患
者
の
予
後
に
影

響
は
な
い
。

　
④
当
時
、
患
者
に
は
神
経
症

状
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が

小
脳
出
血
ま
で
は
疑
え
な
い
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
患
者
に
対
し
て
、
明
ら
か
に

損
害
を
与
え
た
と
い
う
過
誤
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
時
と
し

て
、
患
者
側
は
実
損
が
認
め
ら

れ
な
く
て
も
、精
神
的
な
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
た
こ
と
で
、
医
療
機

関
側
に
賠
償
を
請
求
し
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
精
神

的
苦
痛
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求

だ
が
、
医
療
機
関
側
と
し
て

は
、
道
義
的
な
責
任
を
感
じ
る

こ
と
は
問
題
な
い
と
し
て
も
、

賠
償
責
任
に
関
し
て
は
、
常
に

冷
静
に
判
断
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
異
論
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
賠
償
責
任
と

は
「
心
」
の
問
題
と
い
う
よ
り

は
、
あ
く
ま
で
法
的
な
問
題
が

大
き
い
こ
と
を
自
覚
願
い
た

い
。 

〈
結
果
〉

　
医
療
機
関
側
が
医
療
過
誤
を

否
定
し
続
け
た
結
果
、
調
停
は

不
調
に
終
わ
り
、
そ
の
後
、
患

者
側
の
主
張
が
一
切
な
く
、
裁

判
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

事
実
上
の
立
ち
消
え
解
決
と
し

た
。

実
損
の
な
い
小
脳
出
血
等
の
見
落
と
し
に

関
わ
る
「
道
義
的
責
任
」
と
「
賠
償
責
任
」

金
融
共
済
委
員
会

（
8
／
24
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
共
済
各
社
決
算
報
告

　
共
済
関
係
の
銀
行
・
生
命
保

険
会
社
・
損
害
保
険
会
社
の
決

算
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

②
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
3
件
、
加
入
1
件
を
審

査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

③
融
資
諮
問
分
科
会

　
融
資
斡
旋
1
件
を
審
査
し
全

件
可
決
し
ま
し
た
。

　
Ｑ
、
訪
問
看
護
に
つ
い
て
質

問
で
す
。
精
神
疾
患
（
認
知
症

を
除
く
）
と
精
神
疾
患
以
外
の

疾
患
を
持
つ
要
介
護
者
は
、
医

療
保
険
の
精
神
科
訪
問
看
護
・

指
導
料
ま
た
は
精
神
科
訪
問
看

護
基
本
療
養
費
と
、
介
護
保
険

に
よ
る
訪
問
看
護
費
と
を
、
同

一
日
ま
た
は
同
一
月
に
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
同
一
日
に
つ
い
て
は
、

医
療
保
険
の
精
神
科
訪
問
看

護
・
指
導
料
ま
た
は
精
神
科
訪

問
看
護
基
本
療
養
費
と
、
介
護

保
険
に
よ
る
訪
問
看
護
費
と
の

ど
ち
ら
か
し
か
受
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
同
一
月
に
つ
い
て

は
、
月
の
途
中
で
利
用
者
の
状

態
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、

医
療
保
険
の
精
神
科
訪
問
看
護

か
ら
介
護
保
険
の
訪
問
看
護
に

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
恣
意
的
に
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
訪
問
看
護
を
変

更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
数
日
単

位
で
計
画
的
に
医
療
保
険
の
精

神
科
訪
問
看
護
と
介
護
保
険
の

訪
問
看
護
を
交
互
に
利
用
す
る

と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

中級
コース

9月14日（水）
医院・診療所での
接遇マナー研修会

定員になりましたので
申込を締め切りました。

訪
問
看
護
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

　
ま
た
事
件
を
き
っ
か
け
に
政
策
相
は
事
件
の
翌
日
に
「
措
置
入
院

の

63

日　時 10月 9 日（日）午後８時～10時30分（開場：午後７時30分）
場　所 「ル・クラブ・ジャズ」☎075-211-5800
 （中京区三条御幸町西北角ありもとビル２階）

演　奏 ジャムセッションの魅力
 
参加費 2,500円（飲物各自負担）

※セッション参加ご希望の方は申込備考欄に楽器等ご記入下さい。
※駐車スペースはありませんので公共交通機関をご利用下さい。
※ご家族・従業員の方の参加も歓迎いたします。お誘い合わせの上どうぞ。

お申し込み・お問い合わせは文化担当まで。
☎ 075-212-8877　FAX 075-212-0707

※プロのホストバンドを迎え、ジャムセッションを楽しみます。

ジャズ を 楽しむ会 今回は保団連医療研究フォーラムの
オプション企画と合同で開催します。

定員
先着30人

え？ これだけの財産で!? 相続税の申告対象になってしまう時代です。
なぜ申告が必要か？相続対策ってどうすればいいの？？
相続税の基礎知識や、今からできる対策など丁寧に解説します♪♪
同じ悩みを持つ仲間同士で、情報を交換したり、学んだり、一緒に
素敵な出会いの場をつくりませんか？

テーマ 知らないと損する相続税のこと
日　時 10月26日（水）
 午後２時～４時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
共　催 有限会社アミス　ひろせ税理士法人
参加費 2,000円（茶菓子付）Ⓒもへろん

定員
36人（要申込）

「ミーミーサロン」診療所向け奥様向けセミナー

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 9 月 1 0 日 第 2 9 7 6 号京 都 保 険 医 新 聞( 7 ) 毎月 10日･25日発行

医
師
が
選
ん
だ
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著
者
と
3
人
の
二
硫
化
炭
素
中

毒
患
者
さ
ん
と
の
出
会
い
は
1
9

8
3
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
3
人
は
、
ユ
ニ
チ
カ

宇
治
で
レ
ー
ヨ
ン
製
造
に

携
わ
る
働
き
盛
り
の
労
働

者
で
し
た
。
3
名
と
も
作

業
環
境
中
の
二
硫
化
炭
素

に
よ
る
中
毒
が
疑
わ
れ
ま
し
た
。

現
場
の
臨
床
医
で
あ
る
著
者
は
、

会
社
の
ず
さ
ん
な
二
硫
化
炭
素
の

作
業
環
境
管
理
に
よ
り
、
中
毒
患

者
が
出
た
こ
と
に
憤
り
を
覚
え
、

労
災
認
定
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
国
の

労
災
認
定
基
準
で
は
①
「
相
当
の

濃
度
」
へ
の
曝
露
と
、
②
「
脳
血

管
障
害
及
び
二
硫
化
炭
素
網
膜

症
」（
昭
和
51
年
、
労
働
省
）
の

両
方
が
必
須
。
低
濃
度
で
の
患
者

の
救
済
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
専
門
家
の
協
力
を
得

て
、
当
時
の
最
新
鋭
で
あ
っ
た

M
R
I
を
駆
使
。
患
者
さ
ん
す

べ
て
に
ラ
ク
ナ
梗
塞
を
見
出
し
、

脳
血
管
障
害
を
証
明
し
ま
す
。
ま

た
眼
科
医
の
協
力
で
特
徴
的
な
二

硫
化
炭
素
網
膜
症
を
証
明
。
こ
の

結
果
、
因
果
関
係
は
②
だ
け
で
十

分
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

先
の
見
え
な
い
苦
し
い
闘
い
で
し

た
が
、
著
者
ら
の
活
動
は
、
国
会

で
の
労
働
大
臣
へ
の
質
疑
と
な

り
、
①
の
根
拠
を
国
は
持
っ
て
お

ら
ず
、
労
災
認
定
基
準
の
ず
さ
ん

さ
を
余
す
こ
と
な
く
曝
露
し
ま
し

た
。
家
族
や
仲
間
と
と
も
に
1
9

9
2
年
に
労
災
認
定
、
そ
の
後
1

9
9
7
年
に
和
解
を
勝
ち
取
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
本
書
に
は
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
産
業
医
学
の
研
究
推
進
と
発

展
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
頼
り

に
な
ら
な
い
国
を
見
限
っ
た
レ
ー

ヨ
ン
製
造
企
業
の
団
体
で
あ
る
化

繊
協
会
は
、
1
9
9
2
年
か
ら
1

9
9
8
年
に
わ
た
る
6
年
の
コ

ホ
ー
ト
疫
学
調
査
を
自
前
で
実
施

し
、低
濃
度
曝
露（
当
時
の
基
準
で

は
10 ppm
以
下
）
で
も
脳
・
心
の
循

環
器
系
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

と
結
論
し
ま
し
た
。
事
実

上
の
著
者
等
の
主
張
を
追

認
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
著
者
の
二
硫
化
炭
素
中

毒
と
の
か
か
わ
り
は
韓
国

で
の
被
災
者
救
済
に
も
広

が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本

か
ら
戦
後
の
国
家
賠
償
の
一
環
と

し
て
有
料
で
輸
出
さ
れ
た
中
古
の

レ
ー
ヨ
ン
設
備
が
、
二
硫
化
炭
素

中
毒
を
多
発
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
本
書
は
、
専
門
の
深
み
を

追
求
し
た
著
者
の
全
人
性
的
取
り

組
み
の
記
録
で
す
。

　
京
都
で
核
兵
器
廃
絶
運
動
に

取
り
組
む
団
体
で
構
成
す
る
核

兵
器
廃
絶
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
京
都

（
京
都
反
核
ネ
ッ
ト
）
は
、
2

0
1
6
年
平
和
の
た
め
の
京
都

の
戦
争
展
文
化
企
画
と
し
て

「
被
ば
く
と
平
和
を
考
え
る
映

画
と
講
演
の
つ
ど
い
―
ビ
キ
ニ

か
ら
福
島
へ
」
を
、
8
月
6
日

に
開
催
。
41
人
が
参
加
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、
第
1
部
と
し

て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
わ
し

も
死
の
海
に
お
っ
た
」（
2

0
1
0
年
・
南
海
放
送
）

を
上
映
。
高
知
県
教
員
の

山
下
正
寿
氏
が
、
高
校
生

と
と
も
に
ビ
キ
ニ
事
件
の

隠
さ
れ
た
真
実
に
迫
る
作

品
で
、
2
0
1
6
年
に
山

下
さ
ん
ら
が
提
訴
し
た
62

年
間
国
に
被
ば
く
の
事
実

を
隠
さ
れ
放
置
さ
れ
続
け

て
き
た
被
災
船
員
・
遺
族

へ
の
国
家
賠
償
請
求
訴
訟

の
原
点
が
描
か
れ
て
い

る
。 

　
山
下
氏
は
京
都
反
核

ネ
ッ
ト
等
が
主
催
し
た
4

月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
講
演

　
第
2
部
で
は
、
京
都
工
芸
繊

維
大
学
名
誉
教
授
の
宗
川
吉
汪

氏
が
「
福
島
原
発
事
故
と
小
児

甲
状
腺
が
ん
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
統
計
計
算
を
用
い
て
福
島

県
の
県
民
健
康
調
査
の
結
果
か

ら
、
小
児
甲
状
腺
が
ん
の
発
生

が
被
ば
く
に
よ
る
も
の
と
の
結

論
を
導
き
出
し
た
。

　
福
島
で
の
被
ば
く
と
小
児
甲

状
腺
が
ん
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

は
、
科
学
者
同
士
や
運
動
団
体

の
間
で
も
様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
し
か
し
大
切
な
こ
と
は
、
こ

れ
を
政
治
問
題
と
し
て
取
り
扱

う
の
で
な
く
、科
学
の
問
題
、そ

し
て
人
権
問
題
と
し
て
捉
え
る

視
点
と
姿
勢
の
は
ず
で
あ
る
。

　
木
谷
昇
税
理
士
が
8
月
2
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

お
悔
や
み

し
た
際
、「
大
き
な
力
」
で
隠

さ
れ
続
け
た
ビ
キ
ニ
被
災
の
よ

う
に
、
福
島
の
真
実
も
隠
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
と
語
っ
た
。

　
ビ
キ
ニ
被
災
の
真
実
を
追
求

し
、
船
員
ら
の
被
ば
く
を
認
め

さ
せ
、
補
償
を
求
め
る
運
動

は
、
福
島
の
今
後
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　
現
代
医
療
は
広
く
極
力
深
く

実
行
し
よ
う
と
つ
と
め
る
医
療

と
、
専
門
分
野
を
深
く
究
め
、

そ
の
該
博
な
知
識
を
活
用
し
て

実
行
し
よ
う
と
す
る
学
者
的
医

療
の
相
互
協
力
で
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。
日
本
内
科
学
科
誌
4

月
号
の
新
内
科
専
門
医
制
度
で

は
、
新
専
門
医
に
は
①
科
学
的

エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
病

気
を
分
析
・
理
解
し
正
し
い
診

療
を
行
え
る
こ
と
、
②
生
涯
学

習
が
求
め
ら
れ
る
、
③
日
々
進

歩
す
る
医
学
知
識
・
技
術
を
よ

く
理
解
し
て
い
る
こ
と
、
④
年

2
回
以
上
の
学
会
参
加
の
こ

と
、
⑤
患
者
に
は
温
か
い
人
間

性
を
も
っ
て
接
し
、
全
人
的
医

療
を
実
践
で
き
る
た
め
の
教
養

や
人
格
を
涵
養
す
る
こ
と
、
⑥

医
師
以
外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
と

も
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
、
信
頼
さ
れ
る
医
師

と
し
て
チ
ー
ム
医
療
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
能
力

を
備
え
る
こ
と
、
⑦
年
間
3
演

題
以
上
の
学
会
発
表
を
す
る
こ

と
、⑧First author

ま
た
は

Coorresponding author

と
し
て
臨
床
研
究
論
文
を
書
く

こ
と
―
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

採
算
制
を
あ
ま
り
要
求
さ
れ
な

い
公
立
病
院
か
、
私
立
で
も
組

織
内
相
互
援
助
が
可
能
で
、
採

算
上
調
整
の
は
か
れ
る
し
っ
か

り
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に

組
み
込
ま
れ
る
よ
う
な
病
院
が

求
め
ら
れ
る
。

丹
後
半
島
の
病
院
医
療
と
地
方
創
生
（
2
）

医師の診る風景
瀬古　敬瀬古　敬（北丹）（北丹）

　北丹より❺

（網野町）

　
日
本
に
は
離
島
6
8
4
7
、

有
人
の
離
島
が
4
2
1
、
そ
の

う
ち
医
師
が
い
る
の
は
58
％
、

ま
た
限
界
集
落
1
0
0
9
1
、

内
10
年
以
内
に
消
滅
す
る
で
あ

ろ
う
集
落
が
4
5
4
あ
る
。
こ

う
し
た
地
域
に
医
療
を
ど
う
供

給
し
て
い
く
か
。
徳
洲
会
病
院

団
、
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
、
聖

隷
事
業
団
、
民
医
連
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
努
力
さ
れ

て
い
る
。
条
件
が
許
す
限
り
追

求
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
が
、
そ

う
し
た
強
力
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
徳
洲
会
の

系
列
医
療
機
関
が
、
こ
の
4
月

に
丹
後
の
地
か
ら
撤
退
し
た
。

赤
字
に
な
る
と
、
市
議
会
な
ど

で
自
民
党
か
ら
共
産
党
ま
で
賛

同
さ
れ
税
金
が
投
入
さ
れ
助
け

て
も
ら
え
る
公
立
病
院
の
よ
う

な
仕
組
み
の
な
い
、
採
算
性
を

要
求
さ
れ
る
私
立
の
組
織
の
限

界
を
示
し
た
。

　
医
療
の
成
立
条
件
に
は
地
域

経
済
の
繁
栄
が
前
提
で
あ
る
。

地
域
経
済
の
発
展
に
医
療
は
不

可
欠
で
あ
る
。
東
京
一
極
集
中

の
中
で
地
方
を
ど
の
よ
う
に
発

展
さ
せ
て
い
く
か
は
難
し
い
。

国
家
百
年
の
計
を
述
べ
る
。
全

寮
制
の
半
官
・
半
民
の
丹
後
地

方
創
生
総
合
大
学（
仮
称
）を
こ

の
地
に
設
置
す
る
の
が
い
い
。

紙
数
の
関
係
で
詳
説
し
な
い

が
、農
林
学
部
、水
産
学
部
、理

工
学
部
、
経
済
学
部
、
地
方
文

化
学
部
、
な
ど
と
と
も
に
そ
の

趣
旨
に
沿
う
医
学
部
（
パ
ラ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
教
育
を
含
む
）
を

付
設
し
て
地
方
の
経
済
発
展
、

文
化
の
振
興
、
医
療
に
情
熱
を

有
す
る
、
ス
ト
イ
ッ
ク
な
学
生

だ
け
を
と
る
。
こ
こ
を
基
盤
に

全
国
の
僻
地
医
療
を
支
援
し
て

い
く
、
と
い
う
こ
と
で
設
置
す

『いのちの証言・二硫化
炭素中毒―ラマツィー
ニ、現代によみがえれ』
吉中 丈志（公益社団法
人京都保健会 京都民医
連中央病院院長）
かもがわ出版、2016年9月
1,200円（税込1,296円）

「
専
門
性
の
真
骨
頂
は
深
み
で
あ
る
。

 

そ
こ
か
ら
全
人
性
が
生
ま
れ
る
」

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
環
境
衛
生
学
分
野
　
小
泉 

昭
夫

宗
川
氏
が
小
児
甲
状
腺
が
ん
で
講
演

被ばくと平和テーマに

戦争展でつどい開く

保険医年金
秋の普及期間始まりました

普及
期間 加入日9月1日～10月20日まで 2017年1月1日付

ご加入・増口をご検討の場合は、協会事務局までご連絡下さい。
保険医年金パンフレットをお送りします。

保険医年金は六つの生命保険会社により運営され、「安全」「安定」
「安心」で長期に着実に積み立てられる制度です。先生のライフプラ
ンにあわせて柔軟にご活用いただけます。

べ
き
だ
。
な
ぜ
丹
後
に
つ
く
る

か
。
お
伊
勢
参
り
の
際
の
伊
勢

神
宮
の
案
内
誌
に
も
あ
る
が
、

産
業
の
神
様
、
豊
受
之
大
神
は

伊
勢
神
宮
の
外
宮
に
も
祀
ら
れ

て
い
る
丹
後
の
神
様
で
あ
る
。

天
の
橋
立
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ

ナ
ミ
の
神
様
が
高
天
原
と
瑞
穂

の
国
日
本
を
い
き
き
す
る
と
き

に
お
つ
か
い
に
な
っ
た
橋
の
名

残
で
あ
る
。
日
本
一
の
由
緒
の

あ
る
地
、こ
こ
に
地
方
創
生
、日

本
再
生
の
理
念
を
柱
に
し
た
、

研
究
、
開
発
と
そ
の
実
践
を
め

ざ
す
、空
港
と
港
湾（
離
島・
僻

地
対
策
に
資
す
る
）
付
き
の
広

大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
つ
大
学

が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

月　払：1 口    1万円 （30口 30万円まで）
一時払：1 口 50万円 （普及期間ごと40口 2,000万円まで）

予定利率1.259％
1.469％

（2016年 9月 1日現在）

2015年度
実績利回り

京都反核ネット

2 0 1 6 年 (平成 2 8 年) 9 月 1 0 日第 2 9 7 6 号 京 都 保 険 医 新 聞毎月 10日･25日発行 ( 8 )

筆者プロフィール
診療科：神経内科、内科
1941年 静岡県浜松市生
まれ。1965年 京都大学
医卒。京都大学付属病院
にて臨床研修、京都市立
病院内科勤務、内科学会
認定専門医、神経学会認
定専門医、京都大学より
学位授与、京都市立病院
内科神経（神経内科）部長をへて、1988年５月より
佐久間病院院長就任、2008年 特定医療法人三青
園理事長・丹後ふるさと病院（改名）院長、趣味：
読書。座右の銘 : No kernel of nourishing corn 
can come to him but through his toil 
bestowed on that plot of ground which is 
given to him to till.（Ralph Waldo Emerson）


